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（１）ＯＥＣＤにおける 

キーコンピテンシーについて 

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構） 

→1948年設立・現在35か国加盟 



①ＯＥＣＤがキーコンピテンシーの 

 検討を始めた経緯と時代背景 

子どもたちがこれから生きる
時代背景を表す３つの言葉 

変化 複雑性 

相互依存 



○このような時代背景を前提として、子ども
たちが将来直面する問題に対処するための必

要な力を身に付ける教育が必要 

○各国共通のコンセプトとして 
定義することが必要 

2002年 ＯＥＣＤがキーコンピ
テンシーの定義を発表 

1997年に検討開始 



【コンピテンシーの概念】 

→コンピテンシー（能力）とは単なる知識
や能力だけではなく、技能や態度をも含
む様々な心理的・社会的なリソース（資源
）を活用して、特定の文脈の中で複雑な
要求（課題）に対応することができる力 

②キーコンピテンシーとは？ 



【キーコンピテンシーの定義①】 

→「キーコンピテンシー」とは、日常生活のあら
ゆる場面で必要なコンピテンシーを列挙するの
ではなく、コンピテンシー中で、特に、 

①人生の成功や社会の発展にとって有益 

②さまざまな文脈の中で重要な要求（課題）に
対応するために必要 

③特定の専門家ではなくすべての個人にとって
重要 

といった性質を持つとして選択されたもの 



【キーコンピテンシーの定義②】 

 

→個人の能力開発に十分な投資を行うこ
とが社会経済の持続可能な発展と世界
的な生活水準の向上にとって唯一の戦略 



③キーコンピテンシーの３つのカテゴリー 

①社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用
する能力（個人と社会との相互関係） 

②多様な社会グループにおける人間関係形成能力
（自己と他者との相互関係） 

③自律的に行動する能力（個人の自律性と主体性） 



③キーコンピテンシーの３つのカテゴリー 

３つの枠組みの中心にあるの
は、個人が深く考え、 
行動することの必要性 

生きる力 
新学習指導要領がめざ
す資質能力の３つの柱 

これは日本の学習指導要領の・・・ 

にも深く結びついている・・・ 



（２）「主体的・対話的で 

深い学び」 



新学習指導要領が育成をめざす資質・能力の三つの柱 

学びを人生や社会に 
生かそうとする 

学びに向かう力・人間性等 

生きて働く 

知識・技能 

未知の状況にも 
対応できる 

思考力・判断力・ 
表現力等 



次期学習指導要領では、資質・能力の育成に必要な授業改善の「三つの学びの視点」を示しました。 

？ ！ 
対話的な学び 深い学び 

主体的な学び 

育
成
を
め
ざ
す
資
質
・
能
力 

新学習指導要領 Key Word       主体的・対話的で深い学びの実現  

これからの時代に必要な資質・能力を育むために、指導者の不断の授業改善への姿勢が求められています。 
子どもたちそれぞれの興味や関心を基に、一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き出すことが大切です。 

問いや必要感
・不都合感の
ある学習課題
の設定 

既知やこれま
での経験を振
り返らせる 

考えを広げ、
深めさせる多
様な対話場面
の工夫 

指導者の 
役割 

ねらいの達成に
向け、子どもの
発言を価値づ
け、方向づける 

学習を振り返
らせ、 
次の学びへ 

以前の自分なら 
どうしただろう？ 困ったな？ 

こうすれば 
できそうだ！ 

本当にそう？ 
子どもの 
思考の流れ 

不思議？ 
友だちはどう考えて
いるだろう？ そういえば、 

この間の…！ 
本には何と書いて
あるだろう？ 

そうか！ 

伝えて 
みよう！ 

もっと 
うまくなるには？ 

他の場面では 
どうだろう？ 



* ◎主体的・対話的で深い学びを実現する子どもの姿 

主体的 

対話的 

粘り強く 

取り組む 

興味や関心 

を集める 

見通しを 

持つ 

振り返って 

自覚する 

共に考えを 

創り上げる 共に課題を 

解決 

多様な手段で 

表現 

多様な情報を 

収集 

深い学び？ 



* ◎深い学びの実現に向けて 

深い学び 

課題を 

発見する 

解決の方向性を 

見出す 

思考し解決に 

向かう 

知識技能を 

習得活用する 

知識技能を 

構造化する 

子どもが、切実な課題を解決するプロセスを通して、試行錯
誤しながら他者とともに解決を図り、身に付けた知識や技能
を活用・発揮し、学んだ手ごたえとして実感する 

導入 展開 終末 

切実な課題設定 
既習や経験と関連付けた思考の促進 

教科固有の見方・考え方を働かせる 

知識技能の適用 

を促す 

次の学びへ 

前
時
の
成
果 



主体的な学び 

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向
性と関連づけながら、見通しを持って粘り強く取組み、自ら
の学習活動を振り返って次につなげる｢主体的な学び｣が
実現できているか。 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   めあて・ねらいの提示 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の児童は、8７.９ポイント 
 

門真市の児童は、８１.３ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   めあて・ねらいの提示 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の生徒は、8１.７ポイント 
 

門真市の生徒は、８９.２ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   振り返り活動 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の児童は、７５.９ポイント 
 

門真市の児童は、６８.９ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   振り返り活動 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の生徒は、５９.２ポイント 
 

門真市の生徒は、７３.４ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   主体的に取り組む態度 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の児童は、７３.１ポイント 
 

門真市の児童は、６５.８ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査     質問紙   主体的に取り組む態度 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の生徒は、６６.１ポイント 
 

門真市の生徒は、６５.０ポイント 



対話的な学び 

子供同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、自らの考えを広げ深める
｢対話的な学び｣が実現できているか。 



平成29年度全国学力・学習状況調査   質問紙    話し合う活動 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の児童は、８２.２ポイント 
 

門真市の児童は、７６.３ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査   質問紙    話し合う活動 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の生徒は、７３.５ポイント 
 

門真市の生徒は、７８.１ポイント 



深い学び 

習得した知識や考え方を活用した「見方・考え方」を働か
せながら、問いを見いだして解決したり、自己の考えを形成
し表したり、思いを基に構想、創造したりすることに向かう 
｢深い学び｣が実現できているか。 



平成29年度全国学力・学習状況調査 質問紙 話し合い活動を通じた深い学び 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の児童は、６４.１ポイント 
 

門真市の児童は、５１.７ポイント 



平成29年度全国学力・学習状況調査 質問紙 話し合い活動を通じた深い学び 

全国・大阪府の割合 
と 

門真市の割合 

大阪府の生徒は、５７.５ポイント 
 

門真市の生徒は、５４.３ポイント 



【グラフからわかること・・】 

○中学校は知識重視型の授業から大きく改革が意
識して行われており、生徒も実感している。 

○小学校も以前から「主体的・対話的な授業づく
り」に取り組んでおり、年々児童も意識して取り
組むことができている。ただ全国平均よりは離れ
ていることから、さらなる授業改革や環境づくり
が必要である。 

○小中学校とも「深い学び」の実現には課題があ
る。児童・生徒が自分の考えを深めたり・広げた
りできたと実感できるような授業づくりや環境を
整備することが大切である。 



門真市の学校での取り組み(対話的で深い学び) 

２年国語 

場面のよいところ
をペアで紹介。 

５年国語 

班で段落の順
番を考える。 

３年国語 

音読の読み方
を班で考える 

自分が持っている情報や考えを
生かし、共に解決し創り上げる。 



５年社会 

産地調べの地
図づくりをグ
ループで 

地図をもとに
気づいたこと
を考える 

もう一度
自分で考
えて整理
する 

みんなで意見
を出し深める 

門真市の学校での取り組み(主体的で深い学び) 

興味や関心を高め、自分と
結び付けながら振り返る。 



H30 門真市研究指定校 研究テーマ                  

           【３年目】 

大和田小学校 認め合い、高め合う集団、粘り強
く追究する個の育成をめざして 
～ことばの力を育む授業づくり～ 

北巣本小学校 主体的・対話的で深い学びを通し
て、深い学びにつなげられる授業
づくり 

東小学校 「子どもが主体的に学び合い、高
め合う授業」 
～教科を通じて力を育む～ 



上野口小学校 「主体的・対話的で深い学び」を
中心とした授業づくりの研究 

脇田小学校 「意欲を高め、夢を描き、未来を
創るこどもたちの育成」 

第三中学校 夢や希望を持ち、意欲的に取り組
む生徒の育成 

H30 門真市研究指定校 研究テーマ                  

           【２年目】 



門真小学校 未来へ向けた生きる力の構築 
～新学習指導要領に基づく授業改
善と学力向上に向けた学校組織体
制の改善～ 

四宮小学校 単元指導目標を意識した授業づく
り～書くための手立てや教材の工
夫をしよう～ 

門真はすはな 
中学校 

「互いに認め合い、思いやる心豊
かな生徒の育成」「主体的に学び、
高め合う生徒の育成」を基本にす
べての教育活動においてのキャリ
ア教育の推進 

H30 門真市研究指定校 研究テーマ                  

           【１年目】 



門真市研究指定校の研究テーマより・・ 

→各校も新学習指導要領がめざす資質・能
力の育成に向けて、「主体的・対話的で深
い学び」の実現をめざした授業づくりの研
究活動に取り組んでいる。 

→市教育委員会としては、予算だけではな
く、各校の研究活動の支援を行うためにも
各学校の課題をふまえ、さまざまな環境づ
くりを支援することが必要である。 



H30 市教育委員会の施策・方針 

①門真市授業ベーシック版の作成 

②指導主事担当校訪問のシステム化 

③戦略的な発信 

→単元のまとまりを意識し、その中で「主体的・対話的
で深い学び」の実現をめざすとともに、訪問研修により
教職員の意識づくりを行う。 

→担当校を指導・支援する中で学校の課題を踏まえ、共
同研究者として「主体的・対話的で深い学び」の実現を
めざした授業研究を行う。 

→学校現場へ随時発信し、新学習指導要領の趣旨の共通
理解を図り、多くの実践を共有する。また市民への発信
も行い、教育の目標を共有する。 




